
 

 

『カクキューの八丁味噌を愛した著名人』 

～ 高須 芝山（たかす しざん） ～ 

 

1887 年（明治 20 年）～1971 年（昭和 46 年） 

愛知県出身。日本画家。 

 

1914 年（大正 3 年）に上京し、小坂芝田
し で ん

に師事。後に芝山の雅号を授かりまし

た。 

 

1918 年（大正 7 年）に文展初入選。1927 年（昭和 2 年）には日本美術協会審

査員、帝展に入選するなど、東京で活躍しました。 

1930 年（昭和 5 年）に永平寺傘松閣新築にあたり、格天井の絵を描いていま

す。 

1923 年（大正 12 年）の関東大震災、1945 年（昭和 20 年）の東京大空襲によ

り、東京の自宅を 2 度焼失し、晩年は帰郷しました。 

 

当社史料室には昭和時代に高須芝山に味噌をお送りした記録が多数残ってい

ます。 

 

1939 年（昭和 14 年）に尾三郷土史料調査会（理事長：久米康裕）が発行した

『三河知名人士録』には、高須芝山の書や、カクキュー17 代当主早川久右エ門

と支配人の手島鍬司が紹介されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高須芝山へ八丁味噌を発送した記録（昭和 2 年 7 月 20 日） 

〔昭和 2～3 年の「荷物発送簿」より〕 



 

 

  

高須芝山の書「三河知名人士録」 

〔昭和 14 年 10 月 21 日 尾三郷土史料調査会発行『三河知名人士録』よ

高須芝山《深谷高林》 

（安城市民ギャラリー蔵） 



 

 

 

2026.4.30 

高須芝山《鍾馗像》 

（安城市民ギャラリー蔵） 

高須芝山《青緑山水劉阮天台図》 

（安城市民ギャラリー蔵） 


